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造型機に関する基礎的研究
千々岩健児

鋳型製作には鋳物砂に振動を与えて揚固めるJolt法、

圧縮によるSqueeze法，高速で模型面に砂をたたぎつ

ける　Sand　Slinger法が用いられる。従来これらの基

礎的な研究は殆んどなく砂の揚固まる機構，砂の種類，

粘結剤の影響等未知の点が多く，機械の設計においても

従来の経験のみに頼つている状況にある。本研究室では

現在Sand　Slingerのheadを試作しているのでこの

方法による結果は次の機会に報告することとして，今迄

おこなつたJolt法について二三の点を報告する。

　Joltはカムによつて蓄こし，試料は50φの円筒内に

いれ，この高さの強化によつて締り程度を知ることとし

た。砂は土岐津硅砂を筋い分けたものである。実験は次

の諸項についておこな？た。

　①Joltによる揚固りの状況

　②含水率の影響

　③砂の粒度の影響

　④　振動数，振巾の影響

これらの結果を第1図および第2図に示す。砂はJolt

を与えるとすぐ締り或る時間後には一定の高さとなり過

大に時間をかけても効果がない。振動数はあまり大にす
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第1図Joltによる高さの減少
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第2図　Joltによる含水率砂粒度の影響

ると砂がおどつて掲固め操作はおこなわれないρ揚固め

に影響を与えるのは振巾であつて落下の際の衝撃的な力

が重要な役割を与える。そのため振動数はせいぜい300

回／分とし振巾はなるべく高くする方がよい。　更に衝撃

をますような方法を加えることは効果をますため用うべ

きである。砂の含水率によつて試料の最初の高さ、揚固

め後の高さ従つて締り率が甚だしく異なる。水分少い時

は締りの量も僅かであり，また過量の水分でも注入時に

すでに締つた状態になつているため掲固め効果はな

い。揚固め効果が最もよく表われるのは10～25％の範

囲である。鋳物砂として用いるのは4～12％程度のとこ

ろであるため粒間には相当の空隙があり，揚固めの点

からいえぽあまり有効でない範囲を用いていること1こな

る。砂の粒度は砂の小さいもの程よく締まり単一粒子よ

りも複合粒子の方がよく締まる。　　　　（1953．8．3）
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